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Seiiti KINOSITA， Yosio SUZUKI， Kaoru HORIGUCHI， Kunio TANUMA and Masaaki 

AOTA 1967 Frost Heave in Mombetsu (1966-1967). Low T，ωψerature Science， Ser. .A，;~ふ

紋別に b ける凍上観測結果斗

(昭和 41'""'"'42年冬期)

木下誠一・鈴木義男

堀口 薫・田沼邦雄

(低温科学研究所凍上学部門)

青田昌秋

(低温科学研究所付属流氷研究施設)

(昭和42年7月受理)

筆者等は，昭和 41 年秋，紋別市内の低温科学研究所付属流氷研究施設の敷地内に，凍~:観

測用の現場を作った。ここに，得られた結果をまとめて報告する。

観測項目は，すでに，木下・大野が数年前から北見の現場において観測を続けている1.2.3)

のと同じ，凍上力，地面凍上量，凍着凍上量，地温分布などであるが，更に新しい試みとして

メレチン青の水溶液を用いた凍結深度計を試作して凍結深度を測定した。

現場の土質は，非常に粒径の細かし、粘土で，土質試験の結果を次に示す。
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塑性指数 17.8 

液性限界 44.4% 

透水係数 1.6 x 10 4 cm/呂田 (含水比 34%のとき)

凍結深度計を第1図に写真と模式図で示す。メチレン青の稀薄水溶液が，凍結によってメ

チレン青を析出し青色から透明に変ることを応用したものである。プラスチックの細長い管B

(外径 20mm，内径 14mm，長さ 1m)の中に圧力抜きのためのビニールの細し、管 C(外径9

mm，内径6mm，下端を閉じιる)を入れて，そのすき間 (Dの部分)にメチレン青 (CI6H1sN3ClS.

nH20)の0.01%水溶液をみたす。そして， s， Cの聞にゴム栓 Eをし，更に Bの外側にコーム栓

Fをはめる。これを，あらかじめ土中に鉛直に埋めた管A(外径 38mm，内径28mm，長さ 1m)

の中へはめこむ。外から雨や雪が入らないように，この上に更にカバーをする。冬の間に，と

きどき管Bを取り出して，なかの液体Dの色の変り目の線を，管{JlIJにつけたスケールで読みと
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次に，測定結果をとりまとめて， ~21文!のグ
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(c)の曲線は、測定された地;品分イliと凍結深度
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(ら)の地|古i凍 f'.肢の故大が 6cm， (c)の故大凍結深

が 64cm， (d)の最{氏気J肢が 20.20C，ど1支が

6:)OOCdayで，これらは，北見におけるそれぞれ
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第 1図 凍結派「主計
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寸~隙を移動するときの *ii'1ft t1¥ t立が J}iH くなって凍 I~陀が減少する 4)のそれにしても，紋げIJ に

おける地Ii'lii束卜会力のIP'[は余りにも小さい。 J見J坊を{ノド〉たばかりのため， まだ士が務ち着かす"11¥ 

JlLした凍 UJがすぐ緩和してしまう状態にあ.)たのかもしれないの結論;土来冬以降の観1]11)に主

ちたいの
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(a)の点線は，鉄管の凍着凍上力で，これは外径 76mmの鉄管を地中に 1m埋めこみ，こ

れを頑丈な枠でおさえて，冬中動かないようにしておくときに，現われる力である。測定装置

の詳細については，文献1)を参照されたい。一方， (b)の点線は，同じ寸法の鉄管を，自由に

凍 1---させたときの凍上量である。放っておくと， (b)の点線のように最大8.4cmも凍上するの

に， (a)でみられる力でおさえておくと，凍 tしないというわけである。このカの最大は， 850 

kg にj圭した。

凍着凍上量は，いくつかの管について測定された。北見の現場3)と同じく，地中埋没部分

を皆同じ寸法(外径 76mm，地中埋没深さ 95cm)にして，それぞれの重量を変えた。データを

第 1表にまとめて示す。 (b)図には，そのうち 30kgの鉄管， 11 kgのコンクリート管だけを

取り出して，グラフに示した テコを応用して重量として最大 100kgも作り，その効果を調べ

たのであるが，その影響が余りないようである。たとえば， 100 kgの鉄管でも最大 5.6cmまで

凍上したのに，一方 5.5kgの鉄管で1.9cmしか凍上しないのもある。おさえつけておくのに

860kgも要るのであるから，この程度のカでは，重量による違いはみられないのかも知れない。
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第 2図観測結果
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又，鉄，コンクリ一人ビニールという材質の違いによっても凍 t量に余り違いはみられなか

った。ともかし現場設置して間もないためかp 場所による違いが非常に多かった。鉄道線路

における不整凍上のように，現場では土質の内部状況の僅かの違いが原因して凍 1--量に差が1-1:¥

来るようである。

第 1 表

鉄 管 i コンクリ i ー卜管 ピニーノレ管

丞 量 (kg) 5.5 9.5 30 100日 -;-1---6-;-元「

最PFJ5(m) ラ9 5.0 2.5， 3.1， 1.9 1.6 8.6 5.6 I 4.3 3.7 I 4.1 8.4 2.3 

5月4日の{直 (cm) 1.4， 0.9， 1.2 2.5 1.9 I 1.3 1.8 I 2. ¥ 

なお 2月中旬に現場の凍った土を掘って，院rr面を作り，含水比の分布を測定した。その

値を次に示す。

昭和 42年 2月15日 地表面 30% 

地 下 10cm 40 

20 31 

30 36 

40 82 

50 64 

60 80 (凍結線)

70 41 

この観測に際し低温科学研究所付属流氷研究施設長田畑忠司教授はじめ施設の職員の方

々に，非常にお世話になった。厚く感謝の意を表する次第である。なお，この研究に要した費

用の一部は，文部省科学研究費によってまかなわれた。
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付 録

v 積雪分科会の著者 Dumani Doumani 

VlI 氷分科会 1の座長 Bonson Benson 

IX 氷分科会の座長 L. Levi C. S. Benson 

XI 名簿， 8人目 *・新井 -新井

XIII 同，下から 6人目 -石原 石原

XIV 同， 11人目 -小泉 小泉

XVIII 下から 9行自 Hanovr Hanover 

Vlll '上から 2行日 Luyet， B. J.の講演は前頁，氷分科会一2

の同氏の講演に手|続き行なわれた。


